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道内高等学校生徒の運動事故に係わる研究〔I〕
一一アンケー卜調査を中心として 一一
Some Investigation into Injuries High School Students Suffer during 
the Sports Activities in Hokkaido 〔I〕
一一一 The Results of a Questionnaire －一一
Last year I made a report of investigation of injuries junior high-school students suffer 
during school hours in Hokkaido 
This year I try to make some investigation into those of high school students, bas巴d
on information through quest10nna1re 
This is to report a general trend of the students' physical strength, awareness of health, 
daily routines and food habit, and their relations to injuries caused during school 
hours. 
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昨年迄，「全道中学生の学校菅理下における災害の発生状況」 について，日本体育 ・学校健
康センターの資料にもとづき調査をすすめて来たが，その結果（本学研究紀要第26号，第27号
参照），生徒の，家庭及び学校における日常生活で， 生活行動面についての教育の必要性，特に，
行動本能の能力開発の為の教育の必要性と， 言うに及ばず，幼児期から児童期を通して，子供
同志の遊び，及び，運動の必要性，更に， これらの行動によって培かわれる，子供の社会性の
発育発達が，如何に重要であるかを知る事が出来た。これらの事から，発育発達が更に進み，
知的理解，社会性共にすすんでいるとみられる高校生について，中学生とは全く違うのか，あ
るいは同様の傾向がみられるのか，思案しながら，後者の傾向を推測して調査をすすめる事と
した。特に今回は， 事故（災害）とのかかわりが深いと思われる，体力，健康についての意識，
日常の運動生活，健康生活意識，食生活，間食，睡眠等 に々ついて，アンケー トにより調査を
すすめてみた。これらの結果をもとに，より健全な “保健体育教育”及び“保健教育”を目指
す糸口を操りたいものと考えた次第である。
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n 調査方法及び期間
1 ）調査方法，アンケー卜による調査（別紙）
2）期間，平成4年12月1日～15日
E対象
道内高等学校（全日制） 生徒 1,053名（男子683名，女子370名）
内男子1年生 192名，2年生 255名，3年生 236名
女子1年生 115名， 2年生 128名， 3年生 127名
何れも，直接依頼し，ホームルーム時及び，放課後に実施記入した。
1 .現在の健康度について
「あなたは現在健康ですかjの
聞に対し，“不健康”男子16.9%, 
女子11.3%，“病気中”男子2.5%, 
女子0.8%を除く， 男子で550名，
81%が，女子325名88%が“健康”
と回答している（図1）。中でも“す
こぶる健康”は，男子158名23.1%,
女子96名25.9%と，全体の 1I 4 
U 結果の考 察
図1 現在の健康度
健康 （男子） 健康（女子）
が若者らしい健康度を意識している。
2.健康の基準（図2)
これら“健康”の意識で， その基準については， “病気にかかりにくい”が，男子345名， 50.5%, 
女子197名53.2%と，共に半数が，“疾病”に基準をおいている。次いで“食欲がある”男子41.8%, 
女子46.5%，“生活リズムの一定”男子31.3%，女子
31. 0%と，日常生活に基準をおき，行動面の“無理が 7ハ
,v I＜単位 ：%）
きく”男子217名， 31.7%，女子75名，20.2%，“体力
がある”男子29.2%，女子37.7%と，男女に逆の様子
がみられ，前項の “健康度”で女子の方の健康者の多 40 
30 
くは，総体的な健康は，“体力面”からと考えている 20 
図2 健康の基準
図男子
図女子
事が知られる。 10 
3.自己の体力について （図3)
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病気 理無
体力古宮 』ニ動選カ哲 食欲治安
生活 のそ 無答回
前項の基準から，現実の自己の体力の有無について にカ£ リ他
にかき あ来出以人 あ ズ
の問いに，“大いにある”“ある方”“ある”と答えた くかく る る ームいり る上 定の
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体力の基準図4
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のは，男女共にほぼ60%で，全体の 2/3を占め，意
識の上では，健康と体力に高い関係をもっている事が
伺えた。
4.体力の基準（図4)
体力の基準については，複数回答の調査であるが，男子では，“運動能力がある” 326名47.7%, 
“少々 無理がきく” 322名47.1%と行動能力面に高く，次いで“病気にかかりにくい” 38.6% 
となっていた。女子では，男子とは逆で，“病気にかかりにくい” 197名53.2%“少々無理がき
く” 191名51.6%，“運動能力がある” 130名， 35.1%の順であった。体力の評価のーっとして，
“体力テストの成績”や“運動能力テストの成績”の項では，前者に男女共に20%台，後者に
これが実施に当つての考え方，生涯体育に向けての“体力づくり”のそれぞれ10%台と低く，
これらテストは何の今一度の見直しを／と考えさせられるものがあった。更に，教育方法等，
為に実施され，生徒への還元がなされていない事に，深い反省を覚える一人である。
5.現状体力で将来も十分か（図5)
“自分の健康は自分で守る”との事で“健康の大切さ”の指導がなされ，更に， 自分の体力
この項での聞いには，“十分”と答えたのは，は自分で蓄えなければならないとされながら，
男子145名21.2%で全体の 1I 5，女子は114名30.8%と全体の 1I 3，“不十分”と考えている
のは，男子204名29.8%，女子63名17.0%と，男子では，“十分”と思っているものの，約1.5 
倍となっていた。女子では，男子と逆で，体力についても男女の聞きを見る感がした。更に，
“体力をつけたい”では，男子で48.7%，女子52.1%と，相方共に，半数近くが，現在の体力
に不安を抱いているとみる事が出来る。
将来への体力図5
斉藤教授（九大健康科学科）の“人間
グライダ一論”即ち“鉄は熱いうちに
打て”の例えで“若いうちにつけた体
力”は，後年に迄保持されるものであ
これら生徒の願望
をかなえられる教育をしてみたいもの
と考えるものである。
る。との研究から，
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6.運動の実施及び．時間
体力をつける方法としての運動実施の有無及び，実施時聞については，“全くしていない”
と答えたものは，男子195名28.5%，女子145名39.1%とかなり高い率に及んでいた。一方“毎
日している”では，男子262名38.3%，女子85名22.9%，“週2-3日”では，男子24.6%，女
子27.8%，“週一日位”は，男子8.5%，女子10%となっており，運動の効果があるとされてい
る“週2～ 3日”迄の程度の運動実施率は，男子53%，女子50%と約半数で，他は，運動から
遠ざかっている事が知られる。数値の上では，“将来へもっと体力をつけたい”と思っている
前項の率と合致するかの様である。原因，理由は多くあろうが，運動を容易にする事が出来る
環境づくり，雰囲気づくりの教育の必要性を考えさせられた。（図6 (1）， 一方，運動時間に
ついては，定期的に実施しているものについて，一日“30分以内” が，男子233名34.1%，女
子121名32.7%，次いで “1時間位迄” は，男子23.9%，女子24.9%，で， 1日， 1時間位の
運動実施者は，男子396名58%，女子213名57.6%となっている。又，1時間以上実施している
のは，男子33%，女子27%と，前項の“毎日している”実施頻度とほぼ一致した率となってい
た。特に定期的ではないが， 1日30分以内程度の運動実施者は，男女共に約 1/3強もありこ
こからも，前項同様の問題をみる事が出来る。 （図6一（2))
図6--{1）運動の実施状況 図6--{2）運動の実施時間
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7.部活体験について （図7)
定期的な運動実施について，学校生活で目安となるのはクラブ活動と考えられる事から，こ
れらについてみると，“現在も実施中”は， 男子249名36.4%，女子95名25.6%と，男子では3
人に 1人，女子では4人に 1人の割合で部活を行っていた。“高校途中迄実施”組は，男子133
名19.5%，女子55名14.8%，“中学迄していた” 図7 部活体験
が男女共約30%で，勉強時間，体力，文々部活 50~五
内容等，種々の事情で断念している様子が伺わ 40 
れる。 一方 “全くした事がない”については， 30 
女子が28.9%と， 1 I 3に近い率で体験のない 20 
事が知られた。男子に比し多いのは，文化的活 10 
動に回っている生徒が多いとも読みとれる。
図男子
図女子
中学まで 高校途中 現在もし 全く したこ
まで ている とがない
8.スポーツ （運動全般）の好き
嫌いについて（図8)
健康，体力増進の面から，運動の大
切さ，更に部活の勧誘を行っても，運
動の魅力，本人の好き嫌い，興味，必
要性の有無等によって，その効果の程
度も大きく異なる事は云う迄もない。
そこで，運動全般を含め，スポーツが
図8 運動の好き嫌い
好き
45.4 
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“好きか”については，“大いに好き”“好きな方”と答えたものは，男子で前者285名41.7%, 
後者285名41.7%と，計82.4%が“好き”と答えている。女子では，前者112名30.2%，後者で
168名45.5%と，約75%, 2/3の生徒が“好き”と答えていた。運動への拒否反応で“嫌い”
は，男子6.4%，女子7.0%とほぼ同率であった。
9.好きな運動について（複数回答）
“好き”な運動の実施種目と観戦種目について調べてみた。それによると，“自分で行うと
したら，どんな種目をしてみたいか”では，男子で35種目，女子で22種目の種目名があげられ
ていた。その上位10種目としてまとめたのが，表しである。男子では，サッカー233名34.1%,
バスケットボール209名30.6%，野球183名26.8%，スキー17.7%，バレーボール16.7%，以下
表のような順で，女子では，バレーボーjレ139名37.6%，バスケットボール117名31.6%，バド
ミントン86名23.2%，テニス83名22.4%，スキー 63名17.0%，以下，卓球，サッカー ，陸上（ジョ
ギングも含めて），ソフトボール等の順であった。共に，学校での教材との係りや，施設等々
との係りで，種目の限定を受けているのかもしれないが，男女共に，ほぼ，同じ種目が出てい
るのが面白い。又，TVも含め，観戦したい種目では，男子31種目，女子21種目があげられ
ていたが，上位5種目を示したのが，表2，である。これによると，男子では，野球268名39.2%, 
サッカ－252名36.9%，バスケットボール193名28.2%, ）＼レーボール14.2%，ボクシング12.9% 
と，ボクシングを除き，“実施したい”種目と同じであった。女子では，バレーボール179名48.3%, 
サッカー146名39.5%，野球111名30%，バスケットボール103名27.8%，相撲8.1%と，これも，
表1 好きな運動ベスト10（男女） 単位%
男 子 ｜ 女子
1 Iサ ッカー 34. l I 1 Iパレーポール 37 .6 
2 Iパスケットボール 30.6 I 2 Iパスケットポール 31.6 
3 野球 26.8 3 パトミントン 23.2 
4 スキー 17. 7 4 テニス 22 .4 
5 パレーボール 16. 7 5 スキ 17 .0 
6 テニス 9.0 6 水泳 12 I 
7 卓球 6.1 7 卓球 9 .2
8 ノfトミ ントン 5.8 8 サ γカー 8.6 
9 水 車 5.1 9陸上 6.2 
10 柔道・相擁 3.9 10 ソフ トボール 5.1 
野球，相撲を除き“実施したい”種目と同じであっ
た。 TVの普及による間接空間の拡大に伴い，
多くの種目が同時に観戦できる科学進歩の恩恵と
表2 観戦したい運動ベスト 5（男女）単位%
男 子 女 子
l 野 球 39.2 I パレーポール 48.3 
2 サッカー 36.9 2 サッカー 39 .5 
3 H スケットボール 28.2 3 野球 30 .0 
4 パレーポール 14.2 4 パスケットポール 27 .8 
5 ボクシング 12.9 5 相撲 8. I 
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も云える。これらに続くものとして，男子では，ラグビー，アメフト，プロ レス，スキー，ア
イスホッケ一等々と，格闘形の競技が多く，女子では，テニス，ラグビー，スケー卜（フィギ
アー含む），体操，柔道等々で，男子とは違った種目があげられていた。
10.運動中の事故について
“子供の身体が変って来た”と云われ出した頃の子供が，高校に進学し，一昨年，昨年と，
中学生対象に行った災害事故の調査においても，その多さに驚いたが，それら高校生の，スポー
ツ実施中又は，運動実施中の事故は知伺程かと調べてみた。日本体育・学校健康センター の調
べでは，全災害事故者は，道内全日制高校で約1万人，市町村立高校で約1,000人，私立高校
で約1,700人，計12,700人に及んでいる。本調査では，届出とは別に，いわゆる怪我の体験に
ついて調べたが，これによると， “怪我をした事がある”のは，男子451名66.1%，女子252名69%
と，男女共に 2/3の生徒が，大小の怪我をしている事が知られる （図9）。 一方，今迄 “怪我
図9 怪我をした事のある者
をした事がない”は， 男子28%，女子
26. 7%，“不明”はそれぞれ5.8%,4.6%
となっている。
表3 受傷部位 単位%
~ 子 』； r-
1 I足部（足首， 42.3 I 手部 55.3 
足指，足錘）
z I手部 （手首， 40. 7 2 ）ょ：部 43.5 
手指，手掌）
3 I膝 部 5. 7 3 服部 6.3 
これら，怪我をした事があると答えた，それぞれの部位については，男子では15部位，女子
では12部位が述べられていたが，上位3部位についてみると，（表3）男子では，1位に足部，
（足指，足首，足牒等） 191名42.3%, 2位に手部 （手指，手首，手掌等） 184名40.7%, 3位
が膝部（捻挫，靭帯損傷等々） 26名5.7%，ついで，脚部（肉ばなれ， 打撲，切傷，擦過傷等々），
顔面（鼻，目，口，耳等々 ），肘， 肩……の順となっていた。女子では，1位が手部141名55.3%, 
2位が足部111名43.5%, 3位が膝16名6.3%と，部位でみると，男女全く同じであった。つい
で，顔面，肩，脚部，腕の順で，顔面と脚部の怪我の多い事が知られる。特に顔面への怪我は，
養護教諭研究会での発表や，体育科教育（大修館， ’92, 5月号）等で述べられている “ボー
ルを顔で受ける”“転んで顔面を打つ”等の実態を，高校生にも見る思いがした。幼少の頃から，
遊びを通して体得する，本能的な防禦行動や反射動作が，身についていない事も想像できる。
又， 体育教育の中で，スポーツや運動の技術追求の学習形態から，本能的動作を自他共に引き
出せないまま，又は， 運動の転移が出来ないのか，その素地が育たないまま成長している感を
受ける。
怪我の種類をみると，男子で14種類，女子で12種類があげられているが，上位5種類にまと
めたものが表－ 4である。男子は，1位捻挫162名35.8%, 2位っき指113名25.0%, 3位打撲
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図男子
図女子
ケガをした時の状態図10
40 
30 
20 
単位%
男 子 女 子
1 捻 控 35.8 l 捻 挫 39.6
2 っき指 25.0 2 っき指羽田1
3 打 撲 17.7 3 骨 折 12.9 
4 骨 折 14.8 4 打 主業 7.5 
5 切り傷 3.3 5 切り傷 6.3 
多いけがの順位（男女）表4
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4位骨折67名14.8%, 80名17.7%, 
5位切り傷3.3%，ついで，靭帯負傷，
ヘルニアの順となっ脱臼，関節炎，
4 3位骨折33名12.9%, 2位っき指92名36.l %, l位捻挫101名39.6%, ている。女子では，
ついで男子同様，靭帯負傷，脱臼，肉ばなれ等々と5位切り傷16名6.3%,位打撲19名7.5%, 
続き，上位5種類でみる限りでは，男女の怪我は全く同じで，特に，骨折の多い事等から推測
すると，運動の形態，実施の方法に，男女の差がなくなっている事が伺える。これら，怪我を
図10に示す通り，男子では“一生懸命していた時”に起こったが202
名44.7%，“接燭”が188名41.6%，“注意力が欠けた時”が115名25.4%，“気を抜いた時” 17.2%, 
ついで“疲れ” 14.1%，“調子にのりすぎ” 7.5%“フザケ” 7.0%の順となり，女子では，“一
生懸命していた時” 141名5.3%，“接鏑” 94名36.8%，“注意力が欠けた時” 71名27.8%，“気
を抜いた時” 22.3%ついで，“疲れ” 11.4%，“調子が悪かった” 6.2%の順となっていた。
した時の状態をみると，
，ー
'-
れで見ると，“一生懸命にやっている時”“注意力”の欠いた一瞬に，他との“接網”によって，
怪我がおきている様子が伺える。その要因として“生活リズム”のズレ，又は疲労による“身
体の調子の悪さ”がある様に読みとれる。
治療に要した日数図1これら怪我の治療に要した日数で
は，図11に示す通り，大きく二つの
図男子
図女子山がみられる。即ち10日以内と， 20
20 
日以上である。前者は男子で217名
48%，女子で116名45.4%，後者は，
10 
それぞれ35.5%と30%である。見方
によっては，“っき指”“捻挫”“打撲”
継続中31以上21-30 16-20 11～15 6 -10 1～ 5日
等は日数的に短かく，“骨折”“靭帯
1ヶ月以上の日数をこれらも含め，損傷”“脱臼”等々が比較的長期にEるものと見られる。
要したのが，男子17.2%，女子14.3%もあった。更に，男子で1%ながら，現在も治療継続中
の生徒もあり， 一日も早い回復を祈るものである。
怪我をした後の処置方法について示したのが，図12である。これによると“通院”が男女共，
それぞれ261名57.8%, 146名57.2%で、，“入院”男子4.9%，女子3.1%と合わせると，約60%が，
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専門医に診てもらっている事が知ら
れる。 又，“売薬”による処置は，
男子9.5%，女子16.5%と，女子に
若干多くみられるが，全体的には，
1 I 4が，自力の自然治癒力にまか
せている事が知られる。昨年，小生
調査済み（本学研究紀要第26号）の，
中学校養護教諭へのアンケー卜調査
に現われている，「校内での怪我の
処置」については，“保健室を利用”
する頻度が高いとの結果から，ここ
でも，保健室利用で治療している
チャッカリ組が垣間見られる感がす
る。これら怪我との係りで疲労を生
図12 怪我後の処理
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図13 睡眠時間
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む要因ともなる睡眠について調べた
のが，図13である。高校生の睡眠時聞をみると，男女共に， 6時聞から7時間の睡眠をとって
いる率が高く，比較的健康な生、活を送っている事が伺える。 一方4時間位の睡眠時聞が，男子
で4.7%，女子で3.5%と，寝不足と思われる生徒もみられた。特に， 5時間位の睡眠では，女
子の方が男子よりも多く，女子の方に睡眠時間の短かい生徒が多かった。東京医科歯科大の井
上教授によると，睡眠は，“かならずしも時間ばかりではなく，その質の問題もある”との事
からみると，5時間位の睡眠でも十分と云えるのかもしれない。
睡眠時間との係りで大切な事は，就寝時刻と起床時刻であると云われている。これらについ
て調べたのが図14である。高校生の就寝時刻は， 0時以前に寝るよりも， 0時以降午前2時の
時間帯に就寝するのが男子で66.1%，女子で
67. 2%と， 2/3強の生徒が午前になって床に
ついている。因に， 0時前の就寝は， 21: 00時
台は少なく，男子2.3%，女子 1% , 22 : 00時
台で男子 3%，女子4.8%, 23 : 00時台では男
子16.9%，女子19.4%となっていた。 中には夕
方5時頃寝て，21: 00頃起き，午前3時から4
時頃に再び寝る生徒もあり， 生活リズムばかり
か，生理的リズムも狂ってしまうのではなかろ
うかと思われる生徒も数名みられた。“勉強”
がそうさせるのか，無制限に使用できる電気が
そうさせるのか， また遊び時間のズレがそうさ
（単位 ：%）
21 . 00 
9 : 00 
図14 就寝時刻と起床時刻
0 0 （ ）内は女子を示す
3 : 00 
3 : co
6 00 
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せるのか，成長期で身体を完成させなければならない大事な時期にある生徒故に，考えさせら
れる資料の一つである。
就寝時刻に対し，起床時間をみると，図14に示す通りで， 6時台男子28.7%，女子42.7%, 
7時台男子63.5%，女子50%と，ほとんどが登校時間に間に合う様に起きている事がわかる。
これは，睡眠時間とも一致している。これでみる限り女子は男子よりも早起きである様だ。家
庭の援がそうさせているのだろうか。
1.一日のうちで“快調”と思う時間帯と，“疲労”を覚える時間帯
我々の日常生活の中で，無意識のうちにも，好，不調を覚える事があるが，この事について
調べてみた。これによると，全体的傾向をみる意味で，大きく， 登校前，登校後から午前中，
午後から放課後，帰宅後，夜分から就寝迄の時間に分類してみたが，（図15）“日中に調子がよ
い”と感じているのが，男子で67.2%，女子で73.6%で，男女共に午後に調子がよくなる率が
高かった。一方“疲労を感じる時間帯”は，“調子がよい”時間帯とほぼ同じで，男女共同じ
傾向を示していた。中でも， 朝8時台で“疲れている”のが，男子14.2%，女子10.5%，登校
後午前中で“疲れている”のが男子16.5%，女子12.7%と，午前中でほぼ1/3が“疲れている”
事が知られた。他の養護教諭会の研究，及び，日体大，正木教授の研究等で云われる“朝から
アクピ”“朝からグニャ”“午前中は寝ボケ顔”等の実態が，これからも知られる。更に，午後
になって，男子で30%，女子で28.6%，が疲労を感じ，午後9時には率的には午前中より高く，
当然の事ながら夜10時以降になると男子26.5%，女子18.3%と高くなっている。全体的傾向と
しては，“調子がよい”時間帯と“疲労”の時間帯が夜10時以後を除いて，同じようなカーブ
をえがき，女子の方に“調子のよい”率が，男子より高く，“疲労”では，夜9時以後を除い
て女子の方が男子より低い率を示していた。これを，怪我をした事のある生徒，男子451名，
女子252名（全体比男子66%，女子68%）について， 2時間ごとで分類してみたのが図16である。
これでみると“調子がよい”と思う時間帯は，男女共に，午前10時一12時と，午後2時～4時
の2つに山がみられる。更に，午後8時以降午前0時迄の聞に“調子がよい”と感じる率は，
朝8時から10時の間で“調子がよい”と感じている者の約3倍の率を示している。しかし， 女
子は，遅い時間になる程率は下り気味で平常なリズムがみられる様である。
図15 快調及び疲労を覚える時間帯 図16 怪我をした事のある者の快調・疲労の時間帯
下子男主一い時間帯｜ l ｜円%）＇ 30 （単位：%） 調子よい時間帯 疲労を感じる時間帯25 男←－－－ 男・一一‘40ト
女←＂＂；＇ 女金一・・6
寸日r~イ悼1 20 15 20 I ;, ,. ,. 古一ーー
10 
10 
。
-8 8～1010～1212～14 14-16 16-1818～20 20～2222～24 0～ 
。
0-3 5-8 9～12 13-17 18～21 22以降
東：道内高等学校生徒の運動事故に係わる研究〔I〕76 
12.疲労感と疲労部位
図17に示す通りで，“大いに感じる”“やや感じる”“感じる”と答えた
のは，男子90%，女子95%で，ほぼ全員が疲労を感じている。更にその部位については“肉体
的”“精神的”“全身的”の順に男女共同じ傾向を示していた。 （図18)
疲労感については，
疲労部位
肉体的 全身的精神的
図18
30 
20 
10 
疲労感図17
疲労をとる為の運動図19
60目
｜（単位 %） 
50 
13.疲労をとる為の運動実施について
40 疲労回復の方法として，特に “精神的疲労”に対
しては，運動をする事による解決方法のある事が知
この為の運動をしているか否かをみられているが，
。これによると“ょくする” はたのが，図19である。
しない 気にした事がないょくする
男子20.2%，女子13.5払“時々する”男子7.3%,
女子5.4%で，“する”方は， 男子27.5%，女子20%であった。全体的には，“しない”“気にし
ない”等の無関心が多かった。生涯体育として，体育を生活の中にとり入れさせるのは大変な
事である事を知らせる一面である。
14.食べ物の好き嫌い
“健康や体力”の係り亦々，怪我等の事故との係りが深いと思われる“食べ物の好き嫌い”
については，記入のあったのは，“好き嫌いがある”と記入した男子417名中388名（93%）女
子263名中260名（98%）の高い率で述べられていたので，全体の傾向としてとらえてもよろし
いかと考える。どの様な食品に“好き嫌い”が多いかについては，男女で80品目以上の食品目
が述べられていたが，表5の様にまとめてみた。
これでみると，男女共に，ほぼ同じ様tJ傾向を示
好き嫌いのある食べ物順位（複数回答）
単位%
表5し，男子では，野菜類78.1%，魚介類21.4%，山菜
?
83.4 
32. 3・
11. 9 
10.0 
5. 7 
女
野菜類
魚介類
肉類
山菜類
果物類
???
??
?
????
?
?
78.1 
21.4 
15. 9 
5.9 
5.9 
男
野菜類
魚介類
山菜類
肉類
漬け物類
?
?
??
?
?
?
類15.9%，肉類5.9%，漬物類5.9%となっており，
ほとん女子も，肉類，山菜類の順位が違うだけで，
しかし，男子5位の漬物類は，ど同じとみてよい。
女子では9位に出，女子5位の果物類が，男子の9
その対称が面白くおぼえた。因に，位に出てくる等，
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男子の 6位以下では，納豆，マヨネーズ，チーズ類，果物類，海産物（コンブ，ワカメ等）の
順で，女子では，納豆，梅干し，駄菓子，漬物，キノコ類（茸，椎茸等々）の順で，男女共に
“和食”に属するものに“好き嫌い”がはげしい様に見受ける。特に“怪我”をした事がある
者で，“好き嫌い”があると答えたものは，男子で60.3%，女子で71.8%で，かなり高い率で“食
べ物”と“怪我”の関係が予想される。
15.朝食の摂取について
最近“朝食を摂らない”生徒が多いとの報告があるが，今回の調査では，図20に示す通りで，
“毎朝食べる”が男子で75.2%，女子で85.1%となっている。又，週に“数度は欠く”という
のは，男子11.1%，女子8.3%となっている。一方，“ほとんど食べない”が男子で12.9%，女
子で6.5%あり，発育途上の青年期の健康問題として重視すべき事項のーっとも云える。“食べ
ない”理由は，不明であるが，後述の“間食”との係りが大きい事も予測される。
16.間食（おやつ）の摂取について（図21)
“おやつ”を食べるかについては，男子では“ほとんど食べない”“食べない”が，それぞ
れ19.2%と5.4%で，約25%が“間食”をしていないが，女子では， 11.6%と，男子のほぼ半
分で少なかった。
図20 朝食摂取
17.おやつの種類
男子で75%，女子で87%が間食
を摂っているが，どの様な“間食”
かをみたのが，表6である。記入
があったのは，男子83%，女子
92. 4%で，かなり高い率での記入
から，全体の傾向とみてよかろう
かと考える。これも，“好き嫌い”
の食品同様，非常に多くの食品名
図21 おやつの摂取
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表6 間食で多いものものの順位（複数回答）
男 子 女 子
I スナック菓子 28.2 I チョトレート
2 ポテトチ γブス 27 .0 2 スナック菓子
3 和，洋菓子 20 I 3 果物
4 チョコレート 18.3 4 ポテトチップス
5 パン類 18.2 5 和1 洋菓r
6 ラーメン，そば類 15 .2 6 パン額
7 果物 10.0 7 プリン類，ゼリ ー類
8 牛乳，ジュース類 7 .9 8 ジュース．ヨーグル卜，牛乳類
9 せんべい額 6. 7 9 駄菓子 （飴など）
10 御飯，餅類 4 .2 10 クッキー類
べ全
いな食く
単位%
31.8 
26.3 
21.0 
14.6 
14.6 
12 2 
12.0 
11.1 
8.4 
8.2 
の記入があったが，表の様にまとめてみた。順位では，男子で，スナック菓子，ポテトチップ
ス，和洋菓子，チョコレート，パン類（主に菓子パン類）以下，ラーメン，そば類，果物，牛
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乳他飲料水，せんべい類，ご飯，餅類，冷麦， ソーセージ類，タコ焼等々 で，女子では，チョ
コレートをはじめ，スナック菓子，果物，ポテトチップス，和洋菓子，パン類，ケ キー， プリ
ン，ゼI｝一等，牛乳類含む飲料水，駄菓子，クッキー，アイスクリーム，せん餅，ご飯 （おに
ぎり，お茶づけ等），肉マン，団子，まんじゅう，珍味等々の順であった。 よく食べられてい
るのは，男女共に，スナック菓子，ポテトチッフス， チョコレー ト類であった。これら間食の
摂り方が，食事時間を変え，食事の量，回数にも大きな影響を与えている事も予想出来る。
18，インスタン卜及びレトルト食品の摂食と曙好について
前項目の間食に，インスタント食品等もみられたので，これらの“好き嫌い”について調べ
てみた（図22）。この結果，“嫌い”とはっきり回答したのは，男子で10.2%，女子で14%，“わ
からない”も加えて，男子で15%，女子で18%が食べていない事が知られた。全体的にはよく
食べられている様子が伺われる。特に，前述で“怪我”をした事があるもので，これらの食品
を “好き”と答えたものは，男子で163名36.1%，女子で72名28.5%“どちらでもない”を加
えると男女共に， 全体傾向と同様75%が，好んで食べられている事が知られる。怪我との関連
については，現代進行中の別調査と合わせて追求していきたいと考えている。 これら，イ ンス
タント・レトルト食品で“噌好”にあったものについての結果が表7である。この記入には，
全体に対し，男子406名 （59.4%），女子193名（52.1% ）の約半数の記入があった。記入され
た品名は，商品名，内容，食品名等多岐に亘っていたが，表の様にまとめてみた。その上位5
では，圧倒的に多かったのが，メ ン類であった。男子では， ラ メー ン類50%，カレー類22.6%, 
カップヌードル19.2%，カップラーメン18.7%，そば，うどん17.2%で次いで，焼そば，弁当
類，おにぎり，グラタン，ピザ類，スーフ類，コロッケ等々と続いていた。女子も男子とほぼ
同じ食品があげられていた。トップは男子同様ラーメン類35.7%，ご飯，弁当類16.6%，カッ
プヌードル16.1%，カレー類15.5%，そば，うどん類13.5%，更にグラタン，焼そば類，カッ
プラーメン， ピザ，コロッケ（ポテ ト類の揚げもの等），ス フー類， スパゲッティ等の順となっ
ていた。年々若者好みの昧への研究と，手取り早く出来，簡単に食べられる事が，好まれてい
る一因であろうと考えられる。しかし， これら食品による満腹感が， 家庭での食事の量と質に
影響を与えているとしたら，更に，栄養のアンバランスが，生活行動面や怪我等にも及ぶとし
たら大きな問題と云わねばならない。家庭における食生活に対する駿及び習慣づけの必要性を
図22 インスタント類の好き嫌い
痛感する。
インスタン ト・ レイルト食品の時好
ベスト 5 （複数回答） 単位%
男 子 fr: 子
1 ラーメ／類 50.0 l ラーメン頒 35. 7 
2 カレー類 22、6 2 御飯弁当額 16.6 
3 カップヌー ドル 19.2 3 カップヌードル 16 .1
4 カッ プラーメン 18. 7 4 カレー類 15.5 
5 そIf，うどん 17 .2 5 そば，うどん 13 .5
79 
19.健康を考えて実行している事
最後に，日常生活の中で，“健康にょいと思って実行している事”及び“悪いと思いながら
している事”について調べてみた。その結果，男子で488名（71.4%），女子で286名（77.3%)
と共に約3/4の率で，非常に多くの事項について記入されていた。これらを共に上位5位に
まとめてみたのが，表8である。
表8 健康によいこととして実行していること 表9 健康に悪いと思いながらしていること
ベスト 5 （複数回答） 単位% ワー ス ト5 （複数回答） 単位%
男 r- 女 千二 男 '[- 女 子
I 運動 57 .8 I 運動 57 .5 I I不摂牛 50.2 I ィ、長井 : 54.2 
（件抽！ジョギング，トレ ニーング｝ （件掠ジョギぶグ。トレーニノグ） 液量かI.,順法荷量削繍』 内主動 l.事臆坊司繍1応酬
2 食事 32.1 2食事 47. I 2 ：威不足 25.6 2 食 事 : 24.8 
3 時限 24.8 3 時限 19 .8 3 肉食の取りすぎ 18.0 Iiきt串L片寄り，イノスタント剣
4 甲i匝早起き生活リズム 13.3 4 j中寝早起き生活リズム 14. 7 4 通動司、足 14. 7 3 間食の取りすぎ 。248 
5 I刊 件 8.8 5 摂 生 7 .9 5 食事 14.3 4 寝不足 : 24 .4 
11:'lf~. ofき憎ペインスタノ ト剣 5 運動不足 : 18.2 
これでみると，“健康にょいと思って実行している事”は，男女共に同じ項目で，同じ順位
であった。即ち， 1位は“運動をしている”（体操， トレー ニング， ジョ ッキング，ウォーキ
ング等々）で，男女共に57%台と， 約半数が，積極的な運動が健康との係りの深い事を考えて
いる様である。 2位には，“食事”に気をつけている事で，食事の片寄り，3度の食事摂取，
栄養のバランス等々を考え，男女で若干の差があるが，女子の方に高い比率がみられた。3位
は睡眠と，運動処方の三原則がそのまま現われ，少なくても，全体（調査対象者全員） の半数
以上が，健康な生活を送っている様に見受けられる。 4位には，早寝早起き，生活リズムを整
え， 生活行動に活動的に当りたい事を考え実行している様である。 5位には，4位の内容とも
重複する事項もあるが，欲張った行動の自重をあげている。 以下，1位の運動に入れるべきか，
“部活”とあったが，運動部ばかりでもない事を考え，別項としてあげてみた。次いで，“手
洗い，うがい”等々で，健康面に気を使った生活をしている一面を見る事が出来た。しかし，
半面“健康に悪いと思いながらも実行してしまっている事”については，表9に示す通りであ
るが，“良いと思って実行”している事とは， 裏腹の項目が多岐にEって述べられていた。そ
の上位5（ワースト5とでも云えようか）についても，順序の前後はあっても，男女ほぼ同じ
項目をみる事が出来た。1位は，男女共に“不摂生”（夜ふかし，なまけ，寝坊，夜遊び，マー
ジャン，不規則な生活等々）を挙げ，共に50%強になっていた。寝不足は，男子で2位，女子
3位と，共に25%前後を占め，1位の不摂生との係りがあるのか，文，勉強による就寝時間と
の問題があるのか，遊びがそうさせるのか， 色々 な問題がありそうである。 3位は， 男女共に
“間食のとりすぎ”“運動不足”は男子で4位に，女子は5位にあげられ，“良い事”で実行し
ている事とは対称的な項目とみる事が出来る。更に，“食事に関する事” （好き嫌い， 片寄った
食事，イ ンスタント，レトルト食品の食べ過ぎ等 ）々 は男子は5位に， 女子は2位にあげられ
ていた。 次いで，男子は，“酒， タバコ”に10.2%，以下 “TVの見過ぎ，ファ ミコンのし過ぎ”
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の順であげられ，女子でも“TVの見過ぎ”“うたたね”“酒，タバコ”“薄着”“無理をする”“姿
勢が悪い”等々少差の順であげられていた。正直に回答を寄せられたと考えると，男女共に“酒，
タバコ”があげられている事に驚きを感じ保健教育と，家庭生活のあり方に考えさせられる一
事項でもあった。
V ま と め
以上，運動中の事故について，特に“怪我”の実態との係りで，高校生の日常生活との関係
をアンケー ト調査を中心に述べて来たが，調査した地域によって，男女に，更に各項目に若干
の順位の違い（%の差）が見られたが，全体傾向を把握する事が出来たと考えている。これに
よると，“健康，体力”の面では，高い率で“善い状態”にあると考えられ，その基準につい
ては，“疾病”と“生活リズム”がよく保たれている事をあげ，体力については，“行動力に富
んでいる”事をその基準と考えられている事が知られた。“将来にEつての体力”については，
“現状の体力”では“不十分”と考えている者が多く，将来への不安を抱いている事が知られ
た。しかし，体力をつける為の“運動の実施”については，男子に“毎日している”が多かっ
たが，女子は22%と少なく，“全く していない”“週一日位”の実施率が男女共に50%強と，半
数以上が運動から遠ざかっている実態を知った。発育期にある青年に赤信号をみる感がした。
一方，“運動，スポーツが好き”な青年が多く80%強が“好き”と回答している事からみると，
運動をさせる方法，何処でも出来る様な環境の整備，意識の改革等，ソフト，ハード両面から
の取り組みの必要性を強く感じた。“実施するスポーツ”“観戦するスポーツ”の種目では，過
去の体験にもとづいた，中学，高校時に体験し，実施した種目に多くの回答が寄せられていた。
今迄のスポーツや運動中の“怪我”については，男女共に約2/3の者が，何らかの怪我を負っ
ている事が知られた。その部位では，足部， 手部，膝の順で男女共に同じであったが，女子に
は，手部に怪我が多くみられた。次いで，顔面，肩，脚部，腕等で，運動の基本動作や，身体
各部の機能が年齢相応に トレー ニングされていない結果があらわれている様にも感じられた。
怪我の種類では，“ねんざ”“っき指” “打撲”“骨折”等に多く，身体部位と同様，男女に差が
みられない位，同じ様な怪我が多くみられた。運動の仕方，行動様式に男女差がなくなって来
た事が知られる。これら，怪我が発生した時の状態では，“一生懸命” に実施していた時の “接
燭ぺによって発生している様で，“一寸”気を抜いた時の“注意力” に欠ける時が発生の起因
になっている。怪我の治療日数では， 10日前後で、治っているものと， 20日以上の治療を要した
ものと，二つの山がみられた。怪我の種類からみても予測される日数であった。治療方法をみ
ても，約半数が“医師にかからなかった”もので，軽症であったものと考えられる。
一日の睡眠時間では，約70%前後が7時間前後の睡眠をとっていた。しかし，就寝時間と，
起床時間との関係でみると必ずしも良好な睡眠時間とは云えない。従って，一日の自覚する“好
調な時間帯”と，“疲れを感じる時間帯”では，全体的には，日中に“好調”の時聞がみられ
たが，怪我をした事のある生徒については，午前10時一12時と，午後2時～4時の間に，ピー
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クがあった。これに対し“疲れ”を感じる時刻では，午前8時～10時，午後4時一 6時，午後
10時一午前0時の 3つのピークが見られた。この時間帯は，小生の前回の調査（北海道女子短
期大学研究紀要第26号）で示した，学校内での怪我 （事故災害）発生時聞が， 2時間目～ 3時
間日（午前10時前後）と， 5時間目－ 6時間日，放課後とされる，（午後4時前後）時間に多かっ
た事から，自覚する“調子の悪さ”が，怪我発生と深い係りを持つ事が考えられる。
食べ物の“好き嫌い”については，男子で60%，女子で70%に“好き嫌い”のある事が知ら
れ，それらは，特に，野菜，魚介類，山菜類，肉類に多かった。更に，怪我をした事のあるも
のに，男子で60.3%，女子で71.8%の比較的高い率で“好き嫌い”があり，或いは，怪我発生
と食べ物に深い関係があるのかもしれない。この点は今後の課題として取り組んでみたい。
朝食の摂取では，男女共高い率で食事をしているが，“ほとんど食べない”が男子で13%,
女子で6.5%と，男子に多くみられ，問題の一部と考えねばならない事でもある。
間食の摂取では， 男子で75%，女子で88%に “よく食べられている”事と，その食品は，若
干の順位の違いがあったが，ほぽ同じ食品で，青年期男女の趣向，昧覚の共通性が知られた。
間食との係りで，店頭に多くみられる，インスタント食品，レトル卜食品については， 70%
-80%の生徒は“好き”でよく食べている。その食品は，間食同様，男女同じで，メン類に多
かった。怪我をした事のある者の中で，これらの食品を“好き” と答えたものは，男子で36.1%, 
女子で28.5%で，全体傾向の中で “好き”と答えたもののほとんどが，怪我をした事のある者
で占められていた。これら食品と怪我の関係，更に，身体形成との関係等も今後の課題と した
し可。
最後に“自分の健康は自分で守る”事の健康教育の柱があるが，その為に “健康の為にょい
と思ってしている事”では，運動，食事，睡眠と，教科書通り実施している者が多かった。こ
れに対し，“健康に悪いと思いながら実施している事”では， 不摂生，即ち，“夜ふかし” “夜
遊び”“不規則な生活”“寝不足“”間食のとりすぎ”“食事の片寄り”等があげられていた。
中でも，男女共に“酒，タバコ”を挙げているのが約10%あったが，小生研究の別調査での飲
酒喫煙率は（北海道女子短期大学研究紀要第25号76頁） 15%～20%と高く，潜在的喫煙飲酒者
は多い傾向とみる事が出来る。 特に，友人宅での夜遊び，学校祭，体育大会，卒業式後のコン
パ等で、の体験がズルズルと日常生活に入っているものと考えられる。習慣性はないが，酒，タ
ノてコを口にした事がある率はもっと高くなると思われる。家庭を中心に，注意と，環境整備に
当る必要性を感ずる。
以上， 怪我の実態調査の予備 （事前）調査として，アンケー トによって，生活実態との係わ
りを述べたが，相互に深い関係のある事が推測された。次回には，“日本体育 ・学校健康セン
ター”の資料を中心にし， これらの関係を追求して行きたいと考えている。諸先輩各位の叱責，
ご指導， ご助言をいただければ幸甚に存ずる次第である。
なお，末尾ながら，調査にご協力いただいた各高等学校の保健体育科の生生，集計作図に助
言をいただいた，田崎教授，西大篠副手に心より厚く御礼申し上げる次第である。
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この研究は，北海道女子短期大学特別研究の補助を受け実施したものである。
健康と体力・傷害に関する調査
お願い・私共は 「青少年の健康と体力」、 更に 「運動と傷害j についての研究を継続し、諸調査を行っている者です。最近の文部
省調査によりますと、青少年の体格向上に対して、運動能力に片寄りがみられるとの報告がありました。この事は以前の
私共の諸調査からも知見していた処でして、これが傷害との関係につきましでも、過去4ヶ年金道中、高傷害調査の結果
から高い関係のある事を見出しておりました。今回は、これらの関係を)Jlj角度から追求する事とし、下記調査を実施致す
事になりました。つきましては費重な時間を削き恐縮ですが、趣旨おくみとりいただき、ご協力下さいます様お願い申し
上げます。
なお、集計処理等はコンビューターにて行いますので、個々にご迷惑をおかけする事はございません。念の為申しそえま
す。
平成4年1月 北海道女子短期大学
保健体育科養護教諭コース東 昇 他
※記入上の注意全項目ごと吋欄の仁コ航 記号、番号、記述等でお答下さ凡なお、処理上、空欄のない様に記入下さ
いますよう様お願いいたします。
アンケ ー ト調査
年齢仁コ才性別直亙coで囲む）
1.あなたは現在健康ですか。 （一つ選んで下さい）
①すこぶる健康 ②やや健康 ③健康 ④やや不健康 ⑤病気中 l 仁二コ
2. あなたの健康についての基準は何ですか。下記より二つ選んで下さい。その他と答えた人は簡単に記入下さい。
①病気にかかりにくい ②無理がきく ③ 体力がある ④ 運動が人以上に出来る ⑤ 食欲がある
⑤生活リズムが一定している ⑦ その他
2 ⑦その他
3.あなたは、自分自身に体力があると思ってますか（一つ選んで下さい）
①大いにある ②ある方だ ③ある ④ やや劣る ⑤ない
4.あなたの体力の基準は何ですか、下記より二つ選んで下さい。その他と答えた人は簡単に記入しなさい。
2一仁二コ
亡二コ
3－仁二コ
①怖がよい ②運動能力がある ③体力テストの成績がよい ④運動能力テストがよい 4一仁二コ仁二コ
⑤少々無理がきく ⑥病気にかかりにくい ⑦寒暑に強い ⑧その他 4ー ⑧その他
5.あなたの現在の体力で、将来も十分だと恩います均、。 （一つ選んで下さい）
① 十分だと思う ②不十分 ③ もう少し体力をつけたい 5 仁二コ
6.あなたは、現在定期的に運動を行ってますか。 （一つ選んで下さい）
①毎日酬をしている ②週2～3日している ③ 週l日程度している ④ほとんどしていない 6 亡 二コ
l日にどれ位の時間運動をしてますか。
① 30分②30分～1時間位③ 1時間～1時間半位④ 2時間以上 ト 時間仁コ
7.あなたは今までに、運動の部活（課外クラブ）体験をしましたか、（除く必修特活） 一つ選んで下さい。
① 中学時代迄した ②高校途中迄した ③現在もしている ④全くした事がない 7一仁 二 コ
8.あなたは、スポー ツ（運動全般を含んで）が好きですか。
①大いに好き ②好きな方 ③嫌いな方 ④ どちらでもない 8一亡二コ
9.あなたは、行うとしたら、又観戦するとしたらどんなスポーツが好きですか。
①自分で行うとしたら（二種目迄記入下さい） 9 叫 ｜｜ ｜ 
② TVも含めて観戦するとしたら（ II ) 9一倒 I I I 
10.あなたは、今迄、スポーツや運動中（体育の授業中も含めて）にケガをした事がありますか。
①ある ②ない ③わからない
(1）ある、と答えた人・H ・H ・－－ケガの部位はどこですか（例、手指、手、足、脚等々 ）
ケガの種類を記入下さい（例、っき指、打撲、ねんざ等々 ）
(2）ケガをした時の状態を想い出して下さい。下記に当てはまる項があれば二つ選んで下さい。
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? ? ?
③人と接触して⑥一寸気をぬいた＠身体の調子が悪かった③フザけていた⑤前日寝不足だった ω－ω仁二コ
⑦一生懸命やっていた⑧注意力に欠けた⑥調子にのりすぎていた①疲れていた 仁二コ
（初ケガが治る迄何回位かかりましたか 10 (3）仁コ日位
(4）ケガで医師にかかりましたか
③通院でかかった ⑥入院した ＠かからなかった ＠売薬で自宅で治した
1.あなたは一日何時間位、 睡眠をとってますか（ここ lヶ月位の平均、概算で可）
(1）就寝時刻は何時頃ですか
(2）朝は何時頃起きますか
12.一日のうちで、最も身体の調子がよいと思う時刻は何時頃ですか。
13.近頃、疲れを感じますか
①大いに感じる ②やや感じる ③感じる ④感じない
14.疲れは、次の何れに感じますか。
①身体的に ②精神的に ③全身的に
15.一日のうちで最も疲れを感じる時刻は何時頃ですか。
16.あなたは、勉強の合間や、授業の休み時間に疲れをとる為の運動や遊びをしますか。
?? ?
13仁＝コ
14仁二コ15-: （何れかに0)仁コ時頃
①よくする ③時々する ③しなL、 ④気にこ
17. あなたには、何でも話し合える親友が居ます均、。
①居る ②居ない ③どちらとも云えない 17－亡二コ
18.あなたは食べ物に好き嫌いがありますか
①ある ②少しある ③ない 18仁二コ
①及び②と答えた人にーどんな食べ物ですか（2つ迄記入下さい） 18ー①、 CZ
19.あなたは、毎日朝食を食べてますか
①毎日食べている ②週2～3回は食べない ③ほとんど食べない 19一仁二コ
20.間食（おやつ類）を食べてますか
①食べる ②時々食べる ③ほとんど食べない ④食べない 2ト仁二コ
21.間食にはどんなものを食べますか。好きなもの2品白書いて下さい。 21 
2.インスタント食品、レトJレ卜食品等は好きですか。
①好き②嫌い③どちらとも云えない④わからない かじ二コ
23.今まで食べたインスタン卜食品、レトルト食品等で好きな、又は美味しかったものがありましたら2品迄品名をかいて下さい。
23 
24.あなたは冬でも薄着の方ですか。
①薄着の方 ②厚着の方 ③どちらとも云えば薄着の方 24仁二コ
25.あなたは今、自分の健康について、何かいい事をしてますか、又、悪いと思っている事はどんな事ですか色々あるでしょうが、
それぞれ2つづっ書いて下さい。
／善いと思ってしている事
25 く
＼悪いと思ってしている事
お疲れ様でした。大変ありがとうございました。 以上
